市制施行９０周年記念　平塚市民・大学交流事業スポーツフェスタ　
新型コロナウイルス感染症拡大防止対策ガイドライン

令和４年１１月現在
１　基本注意事項
（１）　教室参加に際して
　　　ア　発熱、咳、倦怠感などの風邪症状及び嗅覚味覚を感じない等の体調異常がある者は本事業に参加しないこと。
　　　イ　１４日以内に感染者との接触や濃厚接触者と特定された者は参加をしないこと。
　　　ウ　１４日以内に政府から入国制限、入国後の観察機関を必要とされている国、地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触がある場合は大会に参加しないこと。
　　　エ　当日参加する生徒は、事前に保護者の承諾を得た上で「【参加者提出用】体調確認表」に大会1週間前までの体温・体調を記入し代表者に提出すること。
　　　オ　代表者及び引率スタッフは「【代表者及び引率スタッフ提出用】体調確認表」を取りまとめて、当日に事務局まで提出すること。また、当日参加している生徒と自身の行動記録等を把握し、必要に応じて情報提供できるようにしておくこと。
　キ　東海大学の各種目部員については、各部活動の指導により毎日の検温と体調管理が徹底されていることから、「体調確認表」の提出は求めない。

（２）　入退場について
　　　ア　東門・南門・高間原門から入場すること。（図１参照）

（３）　マスクの着用について
ア　参加する全ての者（生徒・講師・スタッフ等）は、競技中以外はマスクを着用すること。特に会話をする際は、必ずマスクの着用をすること。
　　　イ　競技中などでマスクをしていない場合には、十分な距離を空けるよう特に留意すること。（少なくとも1～2ｍ）

（４）　観客の入場制限について
　　  ア　会場への入場は、当日参加する生徒と代表者・スタッフのみとし、関係者以外の立ち入りは禁止とする。
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（５）　飲食について
　　　ア　大会中の飲食は周囲との距離をとり、必要最低限にとどめること。
　　　イ　会場内で昼食をとる場合は飛沫感染リスクを下げるため、黙食を徹底すること。
　　　ウ　飲食を終えた後は、速やかにマスクを着用すること。

（６）　接触感染・飛沫感染の予防について
　　　ア　タオル、ペットボトル等の共用はしないこと。
　　　イ　競技中に唾や痰をはくことは、極力行わないこと。
　　　ウ　密を避けるため、3教室全て無観客で行う。
　　　　エ　教室終了後は、速やかに帰宅すること。

２　教室開催後に感染者が出た場合の対応
（１）　生徒・指導者及び同居家族が陽性となった場合
ア　陽性判明後、代表者に連絡、その後大会事務局に報告すること。
　
（２）　その他
　　　ア　陽性者発生情報に関しては、生徒・チームへの差別偏見につながることから詮索、公表等は避け、プライバシー保護に努めること。
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